
あいさつ運動の好事例

玉野市立田井小学校
（児童数３９３名 教職員数３５名）

毎朝スペシャルチームがお出迎え！
～ 日常的なあいさつの定着をめざして ～

アピールポイント 実際の様子

例年児童会を中心に取り組んできた朝のあいさ

つ運動ですが、今年は教職員や有志の子どもたち

で構成するあいさつスペシャルチーム「あいさつ

がんばり隊」が、大きな声で毎朝東門であいさつ

を行っています。子どもたちの登下校の見守りを

してくださっている防犯パトロール隊員の方々

も、南門であいさつをしてくださっています。本

校では、日常的なあいさつの定着をめざして取り

組んでいます。少しずつですが、自分から進んで

あいさつができる子が増えるなど、成果が現れ始

めています。

取 組 の 概 要

■児童生徒の実態
あいさつスペシャルチーム「あいさつがんばり隊」が、通学してくる子どもたちに呼びかけを

行っている。多くの子どもたちから元気のいい声であいさつが返ってくる。

■活動内容
教職員と有志の子どもたちで構成するあいさつスペシャルチーム「あいさつがんばり隊」が、

たすきを掛けて、毎朝東門で午前８時前から約２０分間行っている。

■取組の参加メンバー

児童（有志）・防犯パトロール隊員・教職員が参加。

■成果・効果
この取組を行って、あいさつに対する児童の意識が高まり、あいさつを返す児童が増えるとと

もに、自ら進んであいさつをする児童も増加してきている。


